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団体名 けせんシネマ事務局

事業名 けせんシネマ

事業概要 市民が記録した気仙地区（大船渡・陸前高田・住田）の昭和時

代の8mmフィルムをデジタル化した地域映画「おもかげ」を通して、世代を超
えて、市民が交流する場を作ることで、これからの地域を考えるきっかけづく
りとしていく。映画を市民に直接届けるため、大船渡高校３年生の選択授
業「表現」で映画監督三好大輔氏の講義を14回行った。授業の中では、
地域映画のつくり方を学びながら、上映会と座談会を計画。自主性を
重んじながら当日の上映の運営までを行った。

実施効果
世代間の交流が薄れている中、30年〜50
年前の大船渡の日常を映した地域映画を
鑑賞し、世代を超えた対話の時間をつく
ることで、自分たちが暮らしている大船
渡への理解と郷土愛が深まる時間となっ
た。リアルに出会い言葉を交わすことで、
これからの大船渡を考えるきっかけとし
て大きな効果があった。

今後の展開
地域映画「おもかげ」は地域の宝物であるので、一人でも多くの市民に見て
いただくために、上映やDVD化などを考えている。

市民のみなさまへ
大船渡に暮らしてきた方々の日常を映した映画は、これからの時代を
担う若者にとっても大切な記録です。上映会や座談会を通して生まれ
るコミュニケーションを通して、古いものを残していくことの意味を
今一度考えてもらえたらと思います。

座談会の様子



大船渡祭りで配布した
「おもかげ」のウチワ

オンラインの授業の様子（大船渡高校）
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映画監督の三好大輔氏

8月6日コミュニティスペース
でPR映像を上映


